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別紙２

２ 選択評価事項Ｂ（地域貢献活動の状況） 

 →「目的の達成状況が極めて良好である。」（※４段階評価の最上位） 

◎優れた点５項目、○更なる向上が期待される点２項目、●改善を要する点なし 

【優れた点】 

◎ 連携や支援をする団体等により「地域住民」「非営利組織（ＮＰＯ）等の団体」「小・

中・高等学校」「行政」「企業」「他大学」の６つに分類し、「地域貢献の６つの輪」とし

て位置づけ、それぞれとの連携の方策を明確にしながら、地域貢献に関する計画の実行

を行っている。 

◎ 地域創生学群において「地域の再生と創造」を担う人材の養成を目標に掲げ、地域の

人々と一緒に農業という視点から地域活性化を目指すプロジェクトや商店街の人々とイ

ベント等を企画・実施するプロジェクト等、問題解決型学習と地域奉仕活動を並行して

行う実習を地域住民と連携して行っている活動は高い社会的評価を受けている。 

◎ 地域共生教育センターが学生の地域実践活動を全学的に促進・サポートし、地域の課

題やニーズに対応した多彩な地域活動を展開している。 

◎ 北九州市教育委員会と連携包括協定を結び、小・中学校の教育支援に参画し、また、

スクールボランティア等実習の一環として小学校をはじめとした学校の授業を支援する

など教育上の地域貢献を果たしている。 

◎ 当該大学が代表校となり北九州市内10大学が連携してまちなかＥＳＤセンターを開設

し、持続発展教育推進のための地域実践活動を行い、多くの市民が活動に参加している。 

【更なる向上が期待される点】 

○ 「いのちと自然」「きずなと社会」「くらしと環境」を３つの柱とし、これらの総合的

な学習を通して、持続可能な社会づくりに貢献する人材の養成を図る副専攻プログラム

である環境ＥＳＤプログラムを開設し、北九州市の環境施策等との連携を図りながら事

業を進め、その成果が期待されている。 

○ 平成 27 年度に、文部科学省ＣＯＣ＋に採択され、地域社会が求める人材を育成する教

育プログラムの構築及び実践、地域志向科目群の新設等を通して事業期間の５年間で北

九州市と下関市からなる関門地域の地元就職率向上を目指している。 

【改善を要する点】 

なし 


